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3/9に発生した前震活動のb値は0.4程度で、それ以前の
約10年間の地震活動のb値（=0.6~0.7）に比べ非常に小さい。
上記の結果は 震源域全域でも前震域に限定しても同様で

b=0.66
上記の結果は，震源域全域でも前震域に限定しても同様で
ある。余震のb値は前震発生前の状況に近い。なお、本解析
では気象庁一元化カタログを使用した。
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